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先日、不審者対応訓練を行いました。今年度は、校庭側からの不審者の侵入を想定し、訓練

を行いました。不審者を知らせる放送（不審者には分からないような内容になっています。）が聞

こえたら、内容をよく聞き、どこに避難するべきかを判断しなくてはいけません。どのような時でも

放送をよく聞き、安全な行動ができるよう、今後も指導を行っていきたいと思います。 

訓練後、警察の方から不審者に遭遇した際に大切な「いかのおすし」について詳しくお話をし

ていただきました。「車はすぐに方向を変えられないので、車（の進行方向）と反対に逃げる。」

「防犯ブザーを活用して、助けを呼ぶ。」など、大切なことをたくさん教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すばやく、静かに行動するこ

とができました！ 

遠田警察署の熊谷さんと中埣駐在所

の細谷さんから、「いかのおすし」につい

て詳しく教えていただきました。 

さすまたの使い方も指導

をしていただきました。 

http://midori.edu-c.pref.miyagi.jp/bousai/toolbox/


先日、非常食を各家庭に配布させていただきました。災害があった時に、どのくらいの家庭備蓄が必要な

のかを調べてみました。「農林水産省」のホームページに下記のような例が載っていましたので、ご紹介しま

す。ただ、この例は大人２人分の量ですので、子供たちのことを考えると、もう少し必要になってきそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の経験によれば、災害発生からライフライン復旧まで 1 週間以上を要するケースが多くみら

れます。また、災害支援物資が 3日以上到藩しないことや、物流機能の停止によって、1週間はスー

パーマーケットやコンビニなどで食品が手に入らないことが想定されます。このため、最低 3日分～

1週間分×人数分の食品の家庭備蓄が望ましいといわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜あなたの食生活別 選び方のヒント＞ 

・普段料理をする► 常備菜・乾物がおすすめ：梅干し、缶詰、切り干し大根など。 

・中食（テイクアウト等）が多い► 必需品＋推奨備蓄食品：レトルト食品、フリーズドライ食品など。 

・普段料理をしない► 必需品＋好きなもの：カップラーメン、菓子類、非常食など。 

 

 


